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朱雀二条城商店街　夏祭りイベント支援　6人で8月7日　15時～
持参の松傘ツリー完売　　人気　商店街あげて歓迎戴いた
お祭りのメーン会場の正面に里山の会ブースを設定していただき、参加者のほとんどが顔をのぞかせるように仕向けていただき、松傘ツリーの目立つ色にひかれて2時間ほどで準備していったものが完売してしまいました。この日はそれぞれ商店が本業でなく、夜店の屋台を特別に出して、日ごろのお客様にサービスをされるもので、暑さも吹っ飛ぶ人気の催しでした。里山の会からは14時に事務所に集合、準備物を持って出かけました。6人で時間の限りサービスさせていただきました。商店街の理事長さんをはじめ世話役の方々が大勢出迎えていただき、大変気を使っていただきました。多くの人々との触れ合いも深まり、また来年もよろしくとお互いが心から述べ合えるような親善交流を深めあうことができました。
西新道商店街　夏祭りイベント支援10人で8月8日　16時~21時
二条商店街のイベントに引き続き一日続けての夏祭り支援です。ここの人出予想は400人の子どもさんが来ると言うので6人の派遣を予定しましたが、有志がどんどん増え12人の皆さんが応援いただきました。予定通り14時に事務所を出発する組、電車での組に分かれて出かけました。この商店街はかなり長い路地通りですので、メーン会場的なところは無く通り全体で盛り上げる集いでした、それでも空き店舗を利用した事務所に設置していただいた里山コーナーの松傘ツリーには大勢の子どもたちが押し寄せてくれ、人垣ができました。
今回の取組を通じて各商店街とのお付き合いが始まり、チームで取り組むところ、あるいはリーダーの力で盛り上げている商店街等様々なスタイルがありました。そして全ての皆さんが一生懸命に取り組まれ、熱意があふれていました。
川の学校　笠置　大型のゼゼラ数匹捕獲　滅多に見られない獲物
ヌマチチブ　（確認琵琶湖から広がり、笠置でも見つかっていたが白砂川では初めて。肉食のヌマチチブが増えてくるとヨシノボリがへる。）ギギがたくさん確認できた（15～20㎝台の大物、木津川では親魚の捕獲は網では困難）ギギ、カジカは石の多い打滝川で捕獲。白砂川は温泉の排水で水質も悪く温度も高い。打滝川の冷たい水で合流地点でも冷たく感じるが、合流地点上流の白砂川入った子ども達があったか――いと感じるほどだ。魚から見れば　きれい～やや汚れているという範囲の川です。参加者　72名（大人31　子ども41）その他（レンジャー1　スタッフ3　山地1　カヌー関係者4）でした。参加者の様子　カヌー体験ができるので出席率は96％の参加者でした。子どもも大人もとても楽しかったと喜んでいた。午後からの子どもは岩の上からの飛び込みも経験できて大喜び。魚とりでは考えていた魚全てがとれた。思った以上に水量は少なく、流れも速いので子ども達には少し難しく、川の流れを楽しんでいた。応援のスタッフの方が大活躍、川の学校を支えるスタッフが増えてきました。そのうちで里山の会の三谷島根男さんは初スタッフで車誘導、魚とり監視を、また長谷川さんは自主的に駐車場係を受け持っていただきました。　　
課題、取り組みがこみすぎたことで計画が遅れた。（カヌーでは、藤田さんに迷惑をかけた。）カヌーの申し込みが多く午前、午後に分けたが、魚取りも2回行う事になり、その分スタッフの負担が多くなった。魚とりについては川が狭く、来年考慮する必要がある。この日は笠置の花火大会と重なり駐車場の確保が大変だった。しかし地元の方の好意で駐車場が確保でき助かった。花火大会の準備のために河川敷の草刈りがされていて良かった。花火大会後の実施が好ましいと思います。
綴喜小学校教育研究会　夏季理解部会　8月4日　16時30分まで　　里山の会のホームページで私たちの活動を知って依頼が来ました。色々打合せの結果「座学と体験」をとりいれたプログラムで進めました。木津川から見る植物、水質、魚類を前半に講義して、後半は木津川河川敷での植物の解説、そしてワンドでの水質調査、魚とりを行い、植物合わせ、魚合わせのあとグループから感想を述べられました。約4時間の長い時間でしたが学ぶところが多くあって有意義だったと感謝された。
里山の会としては学校の先生への講義ということで緊張しましたが、みんなで和やかに取り組むことができました。
淀川資料館　木津川の植物標本展6日　展示物の入れ替えを実施
7月15日にオープンして早くも中日を迎えました、そこで用意した後半の標本や写真の入替えをしました。今回は絶滅寸前種のアサザやレンリソウそして最も美しいと言われているユキワリイチゲ等を展示しました。
20日の10時から植物採取と植物標本の指導、そして14時からは「木津川の草花たち」と題して前理事長の山本雅晃さんの講演を行います。大勢のご参加をお待ちしています。
第14回里山講演会　9月4日　13：00より
講師　開沼淳一氏　『復元せよ巨椋池』
場所　京田辺市中央公民館大ホール
子どもたちによる　下記活動発表も　御期待下さい
Ａ　木津川部会　子どもサークル5人の発表
Ｂ　守口市の松口一家子ども3人の発表
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